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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

日
光
街
道

第
38
回

は
じ
め
に

　

荒
川
区
は
東
京
都
の
北
東
部
に
位
置

し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
平
た
ん
な
地
形

で
あ
る
。
区
の
面
積
は
10
・
16
㎢
と
23

区
で
２
番
目
に
面
積
の
小
さ
い
区
で
あ

る
。
人
口
は
昭
和
50
年
ご
ろ
か
ら
減
少

傾
向
に
あ
っ
た

が
、
住
宅
開
発
が

進
ん
だ
こ
と
も
あ

り
、
平
成
10
年
以

降
、
人
口
は
増
加

に
転
じ
て
い
る
。

鉄
道
網
は
Ｊ
Ｒ
山

手
線
や
東
京
メ
ト

ロ
千
代
田
線
な
ど

８
路
線
が
区
内
を

走
り
、
交
通
の
利

便
性
も
高
い
。

　

街
道
と
と
も

に
鉄
道
網
も
整
備
さ
れ
た
本
区
は
都
心

へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
住
環
境
と
し

て
も
優
れ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て

い
る
。
中
で
も
、
日
暮
里
は
成
田
空
港

か
ら
最
短
36
分
で
結
ん
で
お
り
、「
日

本
の
玄
関
口
」
と
し
て
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。

荒
川
区
と
日
光
街
道

　

千
住
は
日
光
街
道
最
初
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
た
地
で
あ
り
、
ま
た
、
徳
川

家
康
が
隅
田
川
に
唯
一
架
け
た
橋
が
あ

る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
本
宿
は
現

在
の
足
立
区
千
住
に
あ
っ
た
が
、
千
住

宿
は
川
を
挟
ん
で
両
岸
に
あ
り
、
南
千

住
も
宿
場
町（
千
住
下
宿
）と
し
て
栄
え

た
。
昭
和
２
年
に
架
け
ら
れ
た
千
住
大

橋
（
現
在
は
下
り
線
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
）に
は
今
で
も「
大
橋
」の
文
字

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
千
住
大
橋
が
隅
田

川
に
架
か
る
た
だ
一
つ
の
橋
で
あ
っ
た

江
戸
時
代
初
期
を
彷ほ
う
ふ
つ彿

と
さ
せ
る
。

　

千
住
下
宿
の
す
ぐ
南
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ

南
千
住
駅
付
近
に
は
、
江
戸
の
二
刑
場

の
一
つ
で
あ
る
小
塚
原
の
処
刑
場
が

あ
っ
た
。
そ
の
跡
地
に
は
延
命
寺
が
あ

り
、
境
内
に
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ

た「
首
切
り
地
蔵
」が
あ
る
。
そ
の
隣
に

は「
回え
こ
う
い
ん

向
院
」が
あ
り
、
刑
場
で
処
刑
さ

れ
た
者
が
埋
葬
さ
れ
た
。
杉
田
玄
白
ら

が
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
検
証
の

た
め
に「
腑ふ

分
け
」を
行
っ
た
場
所
と
し

て
も
有
名
で
あ
る
。
江
戸
時
代
末
期
に

処
刑
さ
れ
た
橋
本
左
内
や
吉
田
松
陰

も
、
一
時
こ
の
回
向
院
に
埋
葬
さ
れ

た
。
現
在
も
橋
本
左
内
と
吉
田
松
陰
の

墓
が
回
向
院
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

千
住
は
旅
立
ち
の
地
で
も
あ
る
。
俳

聖
松
尾
芭
蕉
が
元げ
ん
ろ
く禄
２
年
（
１
６
８
９

年
）
旧
暦
の
３
月
27
日
に
千
住
大
橋
を

渡
っ
て「
お
く
の
ほ
そ
道
」の
旅
に
出
た

「
矢
立
初
め
の
地
」
で
あ
る
。
南
千
住

旅
立
ち
の
地
か
ら
日
本
の
玄
関
口
へ

荒あ
ら
か
わ川

区
長（
東
京
都
）　
西に

し
か
わ川
太た

い
い
ち
ろ
う

一
郎

橋本貞秀「日光御街道千住宿日本無類楠橋杭之風景本願寺行粧之図」

素盞雄神社・矢立初めの句碑

回向院
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に
あ
る
素す

さ
の
お

盞
雄
神
社
に
は
文
政
３
年

（
１
８
２
０
年
）に
千
住
宿
に
集
う
文
人

た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
、
矢
立
初

め
の
句
を
詠
ん
だ
松
尾
芭
蕉
の
碑
が
あ

り
、
前
途
三
千
里
の
旅
を
思
わ
せ
る
。

　

今
年
は
芭
蕉
翁
が「
お
く
の
ほ
そ
道
」

の
旅
に
出
て
か
ら
３
３
０
年
の
節
目
に

当
た
り
、
芭
蕉
翁
に
ゆ
か
り
の
あ
る
33

の
自
治
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
る
。

荒
川
区
の
今
と
こ
れ
か
ら

　

平
成
27
年
か
ら
訪
日
外
国
人
数
は
急

激
に
増
加
し
、
平
成
30
年
に
は
初
め
て

３
０
０
０
万
人
を
突
破
し
た
。
本
年
開

催
さ
れ
た
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
そ
し
て
、

来
年
開
催
さ
れ
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会

を
受
け
、
訪
日
外

国
人
数
は
さ
ら
に

増
加
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い

る
。
国
が
目
標
と

す
る
令
和
２
年
に

４
０
０
０
万
人
も

現
実
味
を
帯
び
て

き
て
い
る
。

　

本
区
も
例
外
で
は
な
く
、
日
暮
里
に

あ
る
繊
維
卸
問
屋
街
は
、
近
年
、
外
国

人
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
訪

れ
る
外
国
人
が
急
激
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
の
繊
維
街
を
訪
れ
る
た
め
だ
け

に
日
本
へ
来
る
外
国
人
も
い
る
ほ
ど
だ
。

　

ま
た
、
宅
地
開
発
も
進
ん
で
お
り
、

今
後
も
人
口
は
増
加
を
続
け
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
併
せ
て
、
宿
泊
施

設
も
増
え
て
き
て
お
り
、
本
区
を
訪

れ
、
本
区
に
滞
在
す
る
訪
日
外
国
人
も

今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。

　

他
自
治
体
で
一
部
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
住
民
と
外
国
人
観
光
客
の
ト
ラ
ブ

ル
等
は
ま
だ
見
受
け
ら
れ
な
い
も
の

の
、
人
口
、
訪
日
外
国
人
数
と
も
に
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
本
区
に
お
い
て

も
、
今
後
同
様
の
ケ
ー
ス
が
起
き
な
い

と
は
限
ら
な
い
。
区
内
経
済
の
活
性
化

の
一
助
と
な
る
観
光
客
の
受
け
入
れ
体

制
の
強
化
は
、
本
区
に
と
っ
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
一
方
、
区
民
の
生
活
を

不
安
に
す
る
こ
と
は
当
然
許
さ
れ
な
い
。

　

区
民
一
人
一
人
が
安
心
し
て
幸
福
を

実
感
し
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
と
、
訪
日
外
国
人
の
受
け

入
れ
体
制
の
強
化
の
両
立
が
今
、
本
区

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
幸
福
実
感
都
市　

あ
ら
か
わ
」
の
実
現
を
謳う
た

う
本
区
と
し

て
、
今
後
も
こ
の
課
題
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
本
区
は
現
在
、
荒

川
に
は
面
し
て
い
な
い
。
古
く
は
、
隅

田
川
の
千
住
大
橋
付
近
か
ら
上
流
を

「
荒
川
」と
呼
ん
で
お
り
、
本
区
は
そ
の

荒
川
に
面
し
て
い
た
。
昭
和
40
年
に
隅

田
川
の
隣
を
流
れ
る
荒
川
放
水
路
が
正

式
に
荒
川
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
荒
川
と

呼
ば
れ
て
い
た
隅
田
川
の
上
流
域
が

「
隅
田
川
」に
統
一
さ
れ
た
。

日暮里繊維街

千住大橋

一
口
メ
モ

日光街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　
上
野
の
寛
永
寺
か
ら
続
き
、
奥
州
へ

と
延
び
る
「
日
光
街
道
」
最
初
の
宿
場

町
・
千
住
は
、
江
戸
か
ら
北
へ
向
か
う

交
通
の
要
衝
で
、
千
住
大
橋
を
境
に
、

北
側
（
現
・
足
立
区
）
を
「
大
千
住
」「
千

住
北
組
」、
南
側（
荒
川
区
）を「
小
千
住
」

「
千
住
南
組
」
と
呼
ん
で
い
た
。

千
住
宿
は
、「
東
海
道
品
川
宿
」

「
中
山
道
板
橋
宿
」「
甲
州
街
道
内

藤
新
宿
」と
並
ぶ
江
戸
四
宿
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
、
幕
府
に
よ
っ

て
千
住
勤
番
が
置
か
れ
る
な
ど

防
衛
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
た
。
ま
た
、
常
陸
国
に
至

る
水
戸
街
道
の
分
岐
点
と
し
て

も
大
い
に
栄
え
た
。
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五
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一
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日
光
街
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」
の
要
衝
・
千
住
宿


